
 

大阪労災病院における治験等の実績紹介 

 

【病院の概要】 

・「騒音、電磁波等による感覚器障害（騒音下での職業性難

聴や紫外線・赤外線やレーザー光線等による眼疾患、溶

接光等による角膜障害、屈折異常、電気性眼炎、ＶＤＴ

作業による眼精疲労）」のセンター病院（労災疾病研究

センター）。 

・業務による脳・心臓疾患、脊髄損傷等の研究や高度専門

的医療の提供にも実績。 

・地域医療においても、高度医療技術の導入、専門別診療

体制の充実による地域の先進医療中核病院であり、地域がん診療連携拠点病院としてリニアック（放射線

治療機器）を設置。 

・地域支援の観点から、地域の企業との連携を目的とした「大労クラブ」を設立し、地域の勤労者医療に貢

献。 

 

【診療機能状況】 

大阪府保健医療計画における4疾病・4事業（※「へき地医療」については、大阪府はなし。）を踏まえた

堺市二次医療圏の医療提供体制及び位置づけは、以下のとおり。 

当院は、4疾病のうち特に「がん」「急性心筋梗塞」「糖尿病」において、二次医療圏内で中核的機能を担う。 

（１）「4疾病」 

①がん     圏内では18医療機関ががん診療に対応可能。当院はがん診療連携拠点病院に承認され

ており、地域における拠点的役割。 

②急性心筋梗塞 主要手術である経皮的冠動脈形成術・冠動脈バイパス形成術が実施可能な医療機関は

圏内に9医療機関。両手術に対応可能な医療機関は当院を含めた3病院。 

③糖尿病    教育入院、光凝固術、硝子体手術、血液透析導入を行っている病院は県内に14医療機

関以上あるが、その全てにおいて当院のシェアが最も高い。 

④脳卒中    ＳＣＵ（又はＩＣＵ）の設置や主要手術（クリッピング術、ｔ-ＰＡ投与等）が行える

医療機関は県内に8医療機関、当院もそのうちの一つ。 

（２）「4事業」 

①救急医療   府下で唯一救急救命センター未整備の医療圏であり、23医療機関が輪番制により二次

救急医療体制を整備。当院は「小児救急を含む小児医療」も含め二次救急体制を整備

した上で7診療科を登録、小児科を除く6診療科が通年で担当。 

②災害医療   圏内では市立堺病院が唯一の災害拠点病院。当院は、市町村災害医療センターに指定

され、災害時の市の医療拠点として患者の受入れや災害拠点病院等との連携による患

者の受入れに係る地域の医療機関間の調整の役割を担う。東日本大震災後は災害医療

対応への機運が高まる。 

③産期医療   圏内ではベルランド総合病院が地域周産期母子医療センター認定医療機関、当院は産

婦人科診療相互援助システムの参加協力病院。 

④小児医療   圏内では小児科病床を有する医療機関が7病院。当院は、小児二次救急医療機関5病

院の一つで、月曜、第2・4の土・日曜日を担当。 

 

【臨床研究において積極的に行っていること】 

・当院は臨床研究については、倫理審査委員会で審議しており、事務局も総務課で行っている。 

治験・製造販売後調査については、事務局を薬剤部で行っており、ＳＭＯ・労災病院治験ネットワーク事

務局等から紹介される案件については、積極的に回答している。 



 

・ＧＣＰを遵守し質の高い治験を目指すとともに、医師との協働により目標症例数の達成を心がけている。 

・消化器がんの治験において積極的に取り組む姿勢を依頼者より評価されており、他の治験実施診療科も増

えてきている。 

 

【今後進めていきたい研究】 

・地域がん診療連携拠点病院の特徴をいかし、引き続きがん関連の治験受託件数の向上に努めたい。 

・院内の関連部署と協働し、全ての治験実施可能診療科において、治験の受託を進めていきたい。
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初 回 追 加

2014年

2015年

2016年 腎 腎性貧血 グローバル 企業型 Ⅲ 2018年度終了 4 2 5

2017年 腎 腎性貧血 国内 企業型 Ⅲ 継続中 6 0 2

2018年

消化器 低亜鉛血症 国内 企業型 Ⅲ 2015年度終了 6 12 18

消化器 低亜鉛血症 国内 企業型 Ⅲ 2015年度終了 5 0 5

消化器 アンチトロンビンⅢ低下を伴う門脈血栓症 国内 企業型 Ⅲ 2015年度終了 1 0 0

消化器 慢性肝疾患による血小板減少患者 国内 企業型 Ⅲ 2016年度終了 3 0 1

消化器 慢性肝疾患による血小板減少患者 国内 企業型 Ⅰ/Ⅱ 2017年度終了 1 0 0

消化器 C型慢性肝炎 グローバル 企業型 後期Ⅱ 2018年度終了 2 0 1

2017年 消化器 PBCに伴う掻痒症 グローバル 企業型 Ⅱｂ 継続中 2 0 2

2018年

2014年

2015年 循環器 心不全 グローバル 企業型 Ⅲ 2018年度終了 2 0 2

2016年 循環器 心不全 国内 企業型 Ⅲ 2018年度終了 2 0 1

2017年 循環器 心不全 グローバル 企業型 Ⅲ 2018年度終了 5 0 2

2018年 循環器 グローバル 企業型 機器 継続中 1 0 0

内分泌 2型糖尿病 グローバル 企業型 Ⅳ 2016年度終了 10 0 5

内分泌 糖尿病性末梢神経障害性疼痛 国内 企業型 Ⅲ 2016年度終了 4 0 0

2015年

2016年

2017年

2018年

上部消化管 胃がん 国内 企業型 Ⅲ 2016年度終了 5 6 9

消化管 消化器術後患者 国内 企業型 Ⅲ 2015年度終了 6 2 8

2015年 上部消化管 胃がん 国内 企業型 Ⅲ 継続中 5 0 4

2016年

下部消化管 腹部外科手術（癒着防止材） 国内 企業型 機器 継続中 6 2 6

がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅲ 2018年度終了 5 2 7

2018年 がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅲ 継続中 6 0 1

2014年 リウマチ 活動性関節リウマチ グローバル 企業型 Ⅱ/Ⅲ 2016年度終了 3 0 1

2015年

2016年 脊椎 慢性腰痛 国内 企業型 Ⅲ 継続中 8 0 3

関節 待機的膝関節全置換術 グローバル 企業型 Ⅱ 2018年度中止 10 0 0

関節 膝関節における軟骨損傷及び離断性骨軟骨炎 国内 企業型 再生医療 継続中 5 0 4

2018年 脊椎 中枢性神経障害性疼痛 グローバル 企業型 Ⅲ 継続中 4 0 0

2014年

2015年 耳 自覚的耳鳴 国内 企業型 Ⅱ 2017年度終了 8 0 6

2016年

2017年

2018年

（別添 ２）

2016年

2014年

過去５年間の治験の実績

施設名：　大阪労災病院

循環器内科

糖尿病内科
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2014年
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進 捗 状 況 実施数
契 約 数
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試 験 の 分 類 相対 象 疾 患

耳鼻咽喉科

治療抵抗性高血圧症（腎デナベーショ ンシステ
ム）



 

初回 追加

2014年 泌尿器 前立腺がん 国内 企業型 Ⅲ 2017年度終了 5 3 4

がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅱ/Ⅲ 2016年度終了 6 0 4

がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅲ 2015年度終了 4 0 1

泌尿器 膀胱がん グローバル 企業型 Ⅱ 継続中 2 0 1

泌尿器 尿路上皮がん グローバル 企業型 Ⅲ 継続中 5 0 5

泌尿器 腎がん グローバル 企業型 Ⅲ 継続中 4 0 2

泌尿器 腎がん グローバル 企業型 Ⅲ 継続中 2 0 2

がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅲ 2018年度終了 6 0 4

がん がん疼痛 国内 企業型 Ⅲ 2018年度終了 5 0 5

2018年

2014年

2015年 口腔 口腔咽頭カンジダ 国内 企業型 Ⅲ 2016年度終了 5 0 0

2016年

2017年

2018年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

診 療 科 年 度 治 験 領 域 対 象 疾 患 試 験 の 分 類 相 進 捗 状 況 契約数 実施

歯科口腔

外科

2015年

2016年泌尿器科

2017年


